
第50回記念 メディアドクター定例会
医療健康報道のこれまでとこれから

メディアドクターとは、日本で2009年に始まった、医療・健康報道
のあり方をともに議論し、その質を向上させようとする活動です。医療の
専門家とメディア関係者がチームを組んで、記事を臨床疫学などの視点か
ら“採点”するというユニークな活動で、オーストラリア、カナダ、米国
でも実施されています。医療者、研究者、ジャーナリスト、市民が共に議
論し、メディアリテラシーを学ぶ場を提供します。
定例会50回を記念し、これまでの医療健康報道を振り返りながら、よりよ
い医療情報と対話の必要性について、参加者とともに議論します。皆さま
のご参加をお待ちしています。

日時：2017年2月18日（土）14時00分 ～ 17時00分
会場：帝京大学板橋キャンパス 大学棟1階 103教室

（東京都板橋区加賀2-11-1）

参加無料・要事前申込

プログラム
1．メディアドクターとは？
医療健康報道を「評価」して情報の質を高める

渡邊清高（帝京大学）
２．医療報道とEBM（根拠に基づく医療）

北澤京子（京都大学）
３．ネット時代の医療健康情報の発信

市川衛（NHK科学・環境番組部）
４．参加者によるディスカッション

（プログラムは変更する可能性があります）

【参加申込方法】
申込期限：2月15日（水）定員：80名（先着順、定員に達した時点で締め切ります）
下記URLあるいはQRコード経由にて、参加申込フォームより、お申し込みください。
共催：メディアドクター研究会（http://mediadoctor.jp/)

メディアドクターの取り組みによる医療健康報道の質向上に向けた研究
（科学研究費助成事業 研究代表者：渡邊清高 帝京大学医学部内科学講座）
事務局連絡先：帝京大学医学部内科学講座 腫瘍内科 渡邊 清高
E‐mail: mediadoctor.jp@gmail.com 

メディアドクター

申込はこちら


